
罪種としての
悪質性・危険性

行為態様の
悪質性・危険性

①

②

③

①：罪種が反則行為に該当するものの、違反の行為態様が他の交通主体への迷惑性・危険性が高いものではなく、
指導警告にとどめるべきもの（例：警察官の警告に従い正しい通行方法を実践）

②：罪種が反則行為に該当し、違反の行為態様が悪質であり、検挙するべきもの → 交通反則通告制度
（例：ながらスマホで赤信号無視、警察官の警告に従わず赤信号無視、歩道上で歩行者を立ち止まらせてその通行を妨げた）

③：罪種が「反則行為以外の悪質・危険な違反行為」であり、違反の行為態様を問わず検挙するべきもの
→ 刑事手続

②及び③→検挙相当

指導警告

検挙

検挙

自転車の指導取締りに係る違反の行為態様と罪種の関係性

反則行為以外の悪質・危険な違反行為
（酒酔い運転、妨害運転等）

反則行為
（信号無視、指定場所一時不停止等）

悪質・危険な
違反態様
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